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沖縄戦終結はいつか

川平成雄

サイパン陥落と「10.10空襲」

米軍の沖縄上陸と日本帝国政府の権限停止

６月23日の日本軍司令官自決が沖縄戦終結か

８月１５日・沖縄の米軍・沖縄の人たち

９月２日の日本降伏調印と沖縄

捕われた日・収容された日が沖縄戦終結の日

９月７日の沖縄
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沖縄戦終結はいつか。

1944年７月７日のサイパン陥落は、日本の絶対的な国防圏が破壊されたことを意

味した。事実、３か月後の10月１０日には南西諸島全域が空爆され、県都那覇市は９０

パーセントが灰壗に帰した。米軍による沖縄攻撃は激烈を加え、４５年３月26日に慶

良間列島、４月１日には沖縄本島中部西海岸に上陸する。沖縄戦の本格的な始まり

であった。米軍は、上陸と同時に軍政府を樹立、沖縄戦と沖縄占領を同時に展開す

る。６月23日、牛島満司令官が自決する。沖縄県は、牛島が自決した６月23日を沖

縄における組織的戦闘の終結した日として「慰霊の日」と定めている。だが、牛島

は６月19日に「最後迄敢闘し悠久の大義に生くくし」との命令を発し、戦闘の中止

を命じてはいない。米軍は、６月26日に久米島に上陸、多数の戦死者が出る。沖縄

上陸作戦最大の部隊である米第１O陸軍の『アクション・リポート』によると、６月

30日の１日だけでも、日本軍の戦死者5,686人、日本軍の捕虜2,838人、沖縄の保護

住民６万2,316人にのぼる。先島地方の石垣島では戦争と「連続する」避難地での

マラリアにより、多くの住民が犠牲となった。４５年７月２日に米軍は沖縄戦終結を

宣言する。８月15日正午には昭和天皇の「終戦の詔書」が沖縄にも流れた。米軍兵

士は歓喜した。日本国民は「玉音放送」に打ちひしがれ涙したり、ほっとしたり、

気力がぬけたり、さまざまであったが、沖縄住民は涙しているわけにはいかない。

米軍政府は、住民収容地区の石川に敗戦後の沖縄の復興を担う代表者を集め、「沖

縄諮詞会」の委員の選出を命ずる゜９月７日、越来村森根（現在：米軍嘉手納基地内）

において南西諸島の日本守備軍が米軍と降伏調印をおこなった。住民にとっての沖

縄戦終結は、補われた日・収容された日であり、日本軍の降伏は、６月23日でもな

く、８月１５日でもなく、９月２日でもなく、９月７日である。

キーワード：サイパン陥落、「１０．１０空襲｣、沖縄戦、ニミッツ布告、沖縄戦終結
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１サイパン陥落と「１０．１０空襲」

1941年12月８日、第二次大戦が日本軍の真珠湾攻撃で始まる。天皇・大本営幕僚をはじめ、

日本人が真珠湾の戦果を喜んでいた時、イギリス首相チャーチルも喜び、第二次大戦は勝利

すると読んだ。「合衆国をわれわれの味方にしたことは、私にとって最大の喜びであったと

私が公言しても、私が間違っていると考えるアメリカ人は一人もいないだろう。私には事件

の進展を予測できなかった。日本の武力を正確に見積っていたなどというつもりはないが、

しかしいまやこの時点で合衆国が完全に、死に至るまで戦争に入ったのだということが私に

はわかった。それゆえわれわれは、結局はすでに戦争に勝っていたのである！」(1)。

チャーチルの読みは、的中する。事実、日本軍は、マニラ・シンガポール・ラングーン・

パターン半島を占領、攻勢を続ける。だが、翌42年６月５日のミッドウエー海戦で攻勢は大

きく転換、４３年２月１日、日本軍はガダルカナル島から撤退、５月12日に米軍はアッツ島に

上陸、２９日には日本軍守備隊2,500人を全滅させる。

４４年７月７日、サイパンが陥落する。サイパン陥落は、大本営幕僚が絶対的な国防圏の最

重要拠点として位置づけていた沖縄への米軍の進攻が必至であることを意味した(:少:,)。サイ

パン陥落の夜、日本政府は緊急閣議を開き、地上戦闘の足手まといとなる南西諸島の老幼婦

女子・学童を日本本土に疎開させることを決定し、その旨を沖縄県庁に打電するⅦ。７月１８

日東条英機内閣はサイパン陥落の責任をとって総辞職、２２日小磯国昭内閣が成立する。８月

５日には大本営政府連絡会議を最高戦争指導会議と改称、「重要案件には天皇も臨席し、首

相、外相、陸相、海相、参謀総長、軍令部総長から構成される最高会議のはずであった」が、

統帥部からの正確な情報が少なく、大本営政府連絡会議と大差なく戦争を遂行していくので

あるＩｎ１。そして８月19日の最高戦争指導会議において『世界情勢判断』および『今後採ルヘ

キ戦争指導ノ大綱』を決定する。

『世界情勢判断」は、東亜・欧州の情勢、ソ連ならびに世界政局の動向から「今ヤ敵ハ戦

争ノ主動性ヲ把握シアルノ現状二乗シ全力ヲ傾倒シテ政戦両略二亘ル真面目ナル決戦攻勢ヲ

続行強化セントシ今夏秋ノ侯ヨリ戦政局ノ推移ハ愈々重大化スヘク、之二対シ帝国ハ欧州情

勢ノ推移如何二拘ラス決戦的努力ヲ傾倒シテ敵ヲ破雍シ政略的施策卜相俟ツテ飽ク迄モ戦争

完遂二邇進セサルヘカラス｣(6)と結論づける。

『今後採ルヘキ戦争指導ノ大綱』においては、「帝国ハ現有戦力及本年末頃迄二戦力化シ

得ル国力ヲ徹底的二結集シテ敵ヲ撃破シ以テ其ノ継戦企図ヲ破雍スル「帝国ハ前項企図ノ成

否及国際'情勢ノ如何二拘ラスー億鉄石ノ下必勝ヲ確信シ皇士ヲ護持シテ飽ク迄戦争ノ完遂ヲ

期ス」・「帝国ハ徹底セル対外施策二依リテ世界戦政局ノ好転ヲ期スル)との決意を確認する。

この『世界'情勢判断』ならびに『今後採ルヘキ戦争指導ノ大綱」は、戦争を完遂すること

に重点が置かれ、国民の生活を度外視したものであった。その決定３日後の８月22日、疎開

船の対馬丸が鹿児島郡十島村悪石島沖で米潜水艦に撃沈され、学童767人を含む1,484人が犠

牲となった,侭,。沖縄戦の「海からの」・「空からの」・「陸からの」ありとあらゆる悲惨さを予

兆させる出来事であった。

1944年10月１０日、米空母から飛び立った艦載機は、午前６時40分の第一次攻撃から午後３

時45分の第五次攻撃まで、のべ1,396機が沖縄本島・奄美・宮古・八重山の南西諸島全域に

空爆を加えた。とくに沖縄の政治経済の中心地であった県都那覇の被害は甚大で、その90％
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が灰儘に帰し(9)、沖縄本島の主要港湾、船舶、製糖場などが破壊された。先島の宮古島では

早朝と午後の二波にわたって飛行場と港が空爆され、大神島の30戸のうち18戸が全焼、４人

が死亡した(１０１。沖縄戦の前哨戦となった「10.10空襲」である(,,)。

「１０．１０空襲」直前・直後の様子を、ある－兵士、高級参謀、沖縄県農業会の三者に語ら

せる。

ある一兵士は、空襲直前の那覇の町をつぎのように描写する(12)。

朝霧を受けてキラキラと光る瓦屋根、家々の軒先からいっせいに立ち昇る白いけむり

は朝餉の支度であろうか。けむりはやがて中天に立ち込める真綿のような朝霧と交わ

り合いながら、薄紫色の霞となっておだやかに棚びくさまは、あたかも、ワイドパネ

ルに描かれた水彩画を見るような美しい風景であった。これが私の瞼に残った最後の

那覇の姿であった。

沖縄守備軍の作戦参謀であった八原博道は、こう記している(,3)。

１０月９日の夕、軍参謀長総裁の司令部演習参加のため、参集した塵下全軍の兵団長、

独立団隊長らの招宴が沖縄ホテルで賑かに開催された。その宴会のあと、軍参謀全員

で市内の料亭で二次会をやった。大いに浩然の気を養い深更宿舎に帰った私は前後不

覚に眠ってしまった。ところが、翌朝未明、参謀部先任書記千葉准将に叩き起こされ

てしまった。彼が私に差し出したものは、薬丸参謀が書いた空襲発令の起案紙であっ

た。わが電波探知機に、アメリカ機の来襲状況が明瞭に感知されたのだ。ついに予期

したものがきたのだ。敵機は、今や沖縄東南約30キロの地点をまつしぐらに進撃中で

ある。私は、独断警報を発令するとともに、参謀長、軍司令官にこの旨電話報告した。

腹が減っては戦ができぬと、当番兵勝山伍長を促して半煮え飯を食い、参謀部事務室

に駆けつける。走りながら美しく明け初めた空を仰げば、グラマン10数機が朝陽に銀

翼をきらめかせながら、首里山上を北飛行場方面に、矢の如く突進しつつある.平時

計画に基づき、参謀部は重要書類を携帯し、構内防空壕にはいり、その他の者は、司

令部北側高地の横穴式洞窟に避難させた。初めてのアメリカ機に見参せんとする将兵

で、司令部内は相当混雑している。首里、那覇街道上は浮き足立った避難民でいっぱ

いだ。

沖縄県農業会は、「１０．１０空襲」前後の様子をつぎのように伝える(１４)。

戦力増強の基本である食糧、農業生産物の増産確保のためには全農業者の総力体制の

確立に指導統制力を強化し、１日１日が緊張の持続であった。戦局は緒戦の花々しさ

にひきかえて苛烈なる決戦段階にあり、敵の上陸に備えて陸海軍部隊の沖縄駐屯も次

第に増加し、様相はただならぬものがあった。……もっとも敵の空襲、上陸等は夢想

するところではなく「仮に敵が上陸作戦でくれば、周囲は海に囲まれた島であるから

波打際で鐡滅あるのみ云々」との兵の放談に安堵していたのである。１０月１０日早朝、

突如に警戒警報も空襲警報も鳴らないうちに敵機の編隊来襲とあって、爆弾投下、焼

夷弾投下、地上掃射と間断のない波状攻撃を加えられて分散疎開した事務所も、砂糖、

米穀、大豆等の食糧品も、その他の資材や倉庫も尽く焼失したのである。

米軍は「突如に警戒警報も空襲警報も鳴らないうちに」沖縄を空爆したとするが、『戦闘

詳報』によると、海軍は午前６時50分、陸軍は午前７時に空襲警報を発令しており、発令時

に米軍機はすでに頭上にあって戦術的には完全に奇襲されたのも同然であった(,５１。
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「１０．１０空襲」は、数百人の死傷者を出した上に、食糧の蓄えをも失ったのである。日本

軍の損害は、「沖縄守備軍すべてをゆうに1カ月間養うに足る30万俵の貴重な食糧米」と「数

百万発に及ぶ弾薬や大量の軍需物資」の焼失であった０６)。

２米軍の沖縄上陸と日本帝国政府の権限停止

1944年７月７日、サイパンを陥落させた米軍は、翌45年３月26日、慶良間諸島に艦砲・上

陸する。2007年に発見され「昭和天皇戦時下の肉声」と銘打たれた『小倉庫次侍従日記』の

３月26日（月）には、「敵、沖縄慶良間列島に上陸す」,7)と記されており、昭和天皇は米軍の

沖縄上陸をはっきりと知っている。米軍の慶良間上陸後、ただちに米国太平洋艦隊及太平洋

区域司令長官兼南西諸島及其近海軍政府総長０Ｗニミッツは、つぎの米国海軍軍政府布告

第１号「米国軍占領下ノ南西諸島及其近海居住民二告グ」を発令し、日本帝国政府のすべて

の行政権の行使の停止と日本裁判所の司法権の停止を命じ(,剛、沖縄戦と沖縄の占領統治を同

時に展開するのである。その第一歩が、座間味村、渡嘉敷村、渡名喜村を管轄する「慶良間

列島行政区」の設置であり、沖縄の米軍支配は座間味村から始まった(１９)。

日本帝国ノ侵略主義並二米国二対スル攻撃ノ為、米国ハ日本二対シ戦争ヲ遂行スル

必要ヲ生ゼリ。且ツ是等諸島ノ軍事的占領及軍政ノ施行ハ我ガ軍略ノ遂行上並二日本

ノ侵略力破壊及日本帝国ヲ統轄スル軍閥ノ破滅上必要ナル事実ナリ。

治安維持及米国軍並二居住民ノ安寧福祉確保上占領下ノ南西諸島中本島及他島並二
其ノ近海二軍政府ノ設立ヲ必要トス。

故二本官米国太平洋艦隊及太平洋区域司令長官兼米国軍占領下ノ南西諸島及其近海

ノ軍政府総長、米国海軍元帥シー・ダブリュー・ニミツハ遊二左ノ如ク布告ス。

４月１日、米軍は、沖縄本島中部西海岸の読谷山・北谷に上陸し、沖縄守備軍が何か月も

かけての突貫工事で完成した中（嘉手納）飛行場と北（読谷）飛行場をあっさりと占拠す

る。これについても『小倉庫次侍従日記』の４月１日（日）には「敵は沖縄本島に上陸し来

る北｡)とあり、天皇もまた沖縄本島上陸を知っていた。米軍の沖縄本島上陸は沖縄戦の本格
的な始まりであった。

米軍が沖縄本島に上陸した直後の４月３日・４月４日の二回にわたり、沖縄学の先駆者と

いわれる伊波普猷は、『東京新聞」に「決戦場・沖縄本島」と題した文を載せている(2,1。
（ママ）

敵は遂にわが１中縄本島に上陸して来た。勇猛の気象をもった琉球人が今こそ、その愛
する郷士を戦場として奮戦してゐる事を想ふと私も感'慨切なるものがある。

……今や皇国民としての自覚に立ち、全琉球を挙げて結束、敵を邇撃してゐるであら

う。敵はさきに暴爆によって那覇を灰儘に帰せしめ、今は不暹な本島上陸を決行して
来た。

幸ひ温暖の気候に恵まれた郷士は早くも藷の収穫期を迎へてゐる。食糧に心配はな

く、地の利も亦敵の野望を挫くに不足はない。墳墓の地に勇戦する琉球人に対し、私
は大きな期待を抱く者である。

この文を発掘した日本近代史が専門の伊佐眞一は、「伊波が沖縄について何十年も営々と

行きつ戻りつしながら考え続けてきた研究のエッセンスが、集約して注ぎこまれている。そ

して、その研究が、日本政府・軍部と一体の沖縄県当局が打ち出した施策と結びつき、政治
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的言説となって、このとき発信されたのである“2)と評価する。確かに、伊波の文面は沖縄

県民の戦意を高揚し期待すると同時に、情報の制約から沖縄戦の現実を知らない状況判断に

よる内容となっているが、このことと伊波の研究とはまったく異なる次元の問題であって、

両者を同じ次元で論じるべきではない。

３６月23日の司令官自決が沖縄戦終結か

米軍との激闘が続く中の45年５月６日夜、大田賞司令官は、沖縄県民の献身的な作戦協力

に対し、「沖縄県民斯ク戦ヘリ県民二対シ後世特別ノ御高配ヲ賜ランコトヲ」を結語とし

た電文を海軍次官宛に打ち、自決する(23)。

沖縄県民ノ実情二関シテハ県知事ヨリ報告セラルベキモ県ニハ既二通信カナク三十

二章司令部又通信ノ余力ナシト認メラルルニ付本職県知事ノ依頼ヲ受ケタルニ非ザレ

ドモ現状ヲ看過スルニ忍ビズ之二代ツテ緊急御通知申上グ

沖縄島二敵攻略ヲ開始以来陸海軍方面防衛戦闘二専念シ県民二関シテハ殆ド顧ミル

ニ暇ナカリキ然しドモ本職ノ知レル範囲二於テハ県民ノ青壮年ノ全部ヲ防衛召集二

棒ゲ残ル老幼婦女子ノミガ相次グ砲爆撃二家屋卜財産ノ全部ヲ焼却セラレ僅二身ヲ以

テ軍ノ作戦二差支ナキ場所ノ小防空壕二避難尚砲爆撃下？？？風雨二曝サレツツ乏シ

キ生活二甘ジアリタリ而モ若キ婦人ハ率先軍二身ヲ棒ゲ看護婦炊事婦ハモトヨリ砲

弾運ビ挺身斬込隊スラ申出ルモノアリ所詮敵来リナバ老人子供ハ殺サルベク婦女子

ハ後方二運ビ去ラレテ毒牙二供セラルベシトテ親子生別し娘ヲ軍衛門二捨ツル親アリ

看護婦二至リテハ軍移動二際シ衛生兵既二出発シ身寄無キ重傷者ヲ助ケテ？？真面

目ニシテー時ノ感情二馳セラレタルモノトハ恩ハレズ更二軍二於テ作戦ノ大転換ア

ルヤ自給自足夜ノ中二遥二遠隔地方ノ住民地区ヲ指定セラレ輸送力皆無ノ者黙々トシ

テ雨中ヲ移動スルアリ之ヲ要スルニ陸海軍沖縄二進駐以来終始一貫勤労奉仕物資節

約ヲ強要セラレテ御奉公ノ？？ヲ胸二抱キツツ遂二？（数字不明）コトナクシテ本戦

闘ノ末期卜沖縄島ハ実情形？（数字不明）一木一草焦土卜化セン糧食六月一杯ヲ支

フルノミナリト謂フ沖縄県民斯ク戦ヘリ県民二対シ後世特別ノ御高配ヲ賜ランコ

トヲ

大田自決後も、激烈を極める６月10日、米軍第10軍司令官バックナーは、日本軍第32軍司

令官牛島満宛につぎの降伏勧告文書を送る。この文書は、大田昌秀が指摘するように、「沖

縄戦における米戦闘宣伝部隊による心理作戦のいわば究極の考え方を端的に示すものであっ

たし、またその総仕上げでもあった｣(24)と考えられるので、全文を掲げることにする(25)。

１．貴殿の指揮下にある諸部隊は此の沖縄の戦闘に於て勇敢に克く戦いました。又貴

殿の歩兵戦術は我米軍の賞賛を博しています。

２．貴殿は余と同様に長期間歩兵戦闘を研究し且訓練した歩兵将官です。貴殿は本島

防衛軍の悲惨な状態及増援を望み得ない事は十分に御承知の筈です。之れ故に本島

に於ける日本軍の敗北は只時間の問題である。又此上抵抗すれば残存日本軍は必ず

や大部分殺されるということは余と同じく克く理解されおると信ずる次第なり。

３．我軍は現在否将来も本島の大部分を確保する現在に於ても本島は日本本土空襲の

基地として大いに役立っている。貴殿の本島防衛の目的は米軍の本島基地使用妨害
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であったが之も失敗せり。現在貴殿の行っている抵抗は日本本土防衛作戦上無益に

して且亦戦後日本再建に最も必要なる青年を無駄に減少せしめるのみである。

４．部下を幸福ならしめる事は指揮官の最も重要なる義務の一つであるという事は歩

兵将官として貴殿は克く御承知と思われる。既に勝敗の決定している戦争に於て部

下将兵を助ける何らかの手段があればそれを遂行する事は指揮官の尊敬すべき義務

である。

５．余は此の戦争の最後の勝利を獲得する迄は容赦なく各戦闘を遂行する。然しなが

ら米国及世界文明国の人道主義上貴殿は既に勝敗の決定している戦争に無意義な防

衛をして最後の１人まで殺して了うよりは寧ろ部下将兵の幸福を保証するため直ち

に交渉に移るべきだと余は考える。貴殿の指揮下に在る部隊が休戦すれば貴殿は軍

事的に的確なる判決を下したという名声を博するのみならず部下将兵の家族及友人

の感謝の的となります。之に反して尚戦争を継続すれば閣下は自分自身の虚栄心の

ため無暗に幾千の勇敢なる将兵を犠牲にしたと言われ又家名を永遠に汚す事になり

ます。

６．それ故余は閣下と交渉する準備が整って居ります。交渉は貴殿から左の如くなさ

るれぱ結構です。此の書面を受取られた翌日の午後６時に地上及空中からよく見え

る大きな白布を日本軍戦線内で沖縄島西海岸に最も近い位置に掲げて下さい。之は

閣下の代表者が交渉のため無事に通過出来るための信号です。同日同時刻に６人以

下の代表者を同地の米戦線へ徒歩で来させて下さい。閣下の代表者は直ちに余の本

部に護送されます。其所で余は名誉的であり且秩序正しい休戦方法を伝えます。会

議終了後代表者は還送します。代表者が会議に提出する貴殿の提案は必ずや貴殿の

名声及高位にふさわしく敬意を以て取扱います。

７．日本の封建時代及近代の指揮官が既に敗北の決定している戦争に於て部下将兵を

無駄に犠牲にせず立派に救った幾多の実例の追想を貴殿に促す必要はありません。

人道的に考慮すれば貴殿は当然彼等の選んだ道を選ぶべきです。

８．此の通信の公式の書面は英文です。

このバックナーの降伏勧告文書は、日本軍兵士のこれ以上の無駄な犠牲を避けるためのも

のであったが、１７日には牛島によって拒否される。

米軍の攻撃がさらに増す中の45年６月19日、第32軍牛島満司令官は、「軍の運命いよいよ

最後なり」として、つぎの「軍命令」を発し(26)、日本軍兵士、沖縄防衛隊、沖縄の住民を全

く無視し、無責任にもみずからは６月23日の未明に自決する。

全軍将兵の三ケ月にわたる勇戦敢闘により遺憾なく軍の任務を遂行し得たるは同慶

の至りなり然れども今や刀折れ矢尽き軍の運命且夕に迫る既に部隊間の通信連絡

杜絶せんとし軍司令官の指揮は至難となれり爾今各部隊は各地域における生存中の

上級者之を指揮し最後迄敢闘し悠久の大義に生くくし

６月23日は、牛島司令官が自決した日であって沖縄戦が終結した日ではない。事実、６月

26日に米軍は、沖縄本島西方の久米島に上陸しており、牛島自決後のおよそ２か月間も戦闘

が続いていたのである。このことを図１．図２．図３から確認すると、６月30日の１日だけ

でも、沖縄本島における日本軍の戦死者5,686人、日本軍の捕虜2,838人、沖縄の保護住民６

万2,316人にのぼった。さらには先島地方の宮古島や石垣島では戦闘ばかりでなく、避難地
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でのマラリアの猛威によって多くの住民が犠牲となっている。

米第10陸軍『アクション・リポート』には、「６月22日から30日の間に、およそ8,975人の

ジヤツプが殺されて、2,902人の戦争捕虜が捕らえられ、906人の労役兵が逮捕された“7)と、

記録されており、戦争は６月23日以降も依然として続いていたのである。

沖縄決戦の敗因について、昭和天皇は、こう分析する(28)。

之は陸海作戦の不一致にあると恩ふ゜沖縄は本当は三ケ師団で守るべき所で、私も

心配した。梅津は初め二ケ師団で充分と思ってゐたが、後で兵力不足を感じ一ケ師団

を増援に送り度いと思った時には巳に輸送の方法が立たぬといふ状況であった。（中

略）

海軍は「レイテ」で艦隊の殆んど全部を失ったので、とっておきの大和をこの際出

動させた。之も飛行機の連絡なしで出したものだから失敗した。

陸軍が決戦を延ばしてゐるのに、海軍では捨鉢の決戦に出動し、作戦不一致、全く

馬鹿くしい戦闘であった。詳［し］い事は作戦記録に譲るが、私は之が最后の決戦で、

これに敗れたら、無条件降伏も亦已むを得ぬと思った。

昭和天皇は、戦争の「天王山」が沖縄戦にあることを充分に承知しており、その決定的な

敗北が、日本の敗北を意味すると確信したのである。

牛島司令官が自決した６月23日の４日後、当時、都立高校教授であった歴史家の東恩納寛

惇は、1945年６月27日付の『東京新聞』に「壯烈・沖縄に應へん」の題で一文を載せてい

る(29)。

三箇月余の敢闘に、克く第一線を護り抜いて、敵に、その物量を以てしても、補填

する事の出来ない八万の出血を強ひたばかりでなく、本土防衛に鉄壁布陣の時間を稼

いだ沖縄部隊の功績は、永久に没する事は出来ない。

陸海空の守備将兵はもとより、国民学校及中等学校の男女青少年学徒も、恐らくま

だ戦列に加はってゐると恩はれるが、外部からの補給の途がつかないために、有るた

けの力を出し蓋し、するだけの仕事をしつくし、打つだけの手を打ち蓋し、寛に行く

所に行き着いたのは、止むを得ないこととはいへ、遺憾の極みである。

沖縄六十万の住民は、文字通り総決死の関頭に立ってゐる。而して船を飛行機をと
（ママ）

叫び続けてゐたそれが送れぬならば、そちらの準備を早くくと叫続びlﾅてゐた。慰安

激励の夕などを催して、演説や歌謡音楽等を空輸する時期ではなかった。第一にそ

れを受取るだけの余裕が死線にあらう筈もない。

比島沖台湾沖以来、敵は幾度もわが懐にとび込み、恩ふ壷にはまった。然るにその

度毎に、』懐を喰破り、壷を蹴とばして逃げて行った。待つあるの緊張し切った、胸に

のみ、神機の到来はピンとひ下き、同時にこれを捉へる事が出来るのである。

本土上陸が必至と老へられ、問題の補給が心配なくなる。従って挺身斬込だけでも

敵を降伏する事が出来る。

わが本土防衛第一線の島々がつぎく敵の足を押へてゐた間に防衛陣地の設備が完全

に出来上って、今はた下野を情うして敵を待つばかりの情勢であるとすると、沖縄の

敢闘も始めてかひがあったと謂ふくきものである。

東恩納は、沖縄戦が「本土防衛に鉄壁布陣の時間を稼いだ」として高く評価し、米軍を本

土で迎え撃ち戦う準備が完全に出来上がった今では、「沖縄の敢闘も始めてかひがあったと
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謂うべきものである」とみる。ここには、沖縄の住民が沖縄戦によって「ありったけの地獄

を束にした」悲'惨極まる窮境に置かれていた状況がどのようなものであったかについてのお

もいには全くいたっていない。資料・情報の入手に大きな制約があったとはいえ、時代が人

を作るとはいえ、想像力の欠如した内容となっており、真理探究以前の姿勢が問われる発言

といえる。

DＣ

L)＿１１０[Ｉ

篝三二焉i剪亨三j雲南尋閏薫|霊露
出所：RyukyusCampaignlOthArmyActionReportsより作成。

注ｌ）：戦死者の算定数は、米軍が実際に数えたことを示す。

注２）：戦死者の鵬定数は、砲撃で｢１本軍陣地をセン減した場合や地形などのため実際に数えることのできない数を示す。
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出所：Ｇ－２Ｓｕｍｍａｒｙより作成。

４８月１５日・沖縄の米軍・沖縄の人たち

1945年８月15日正午、昭和天皇は「終戦の詔書」を発表し、日本の敗北を国民に告げた。

この「終戦の詔書」を受け、沖縄の米軍現地区指揮官海軍少将デビット・ペックは、つぎの

布告を住民、日本軍向け発する(30ル

ー、亜米利加合衆国、英吉利連合王国、支那共和国、ソブエト社会主義共和国連邦の

各政府はポツダム会議に於て作成した条件に従って大日本帝国政府が無条件降伏

をした旨八月十五日発表せり

二、大日本帝国天皇は全亜細亜と全太平洋方面に在る日本国民及陸海軍に対し次の如

く勅令を発布せり

「戦争行為は八月十五日終息を告げたり大日本の忠良なる臣民全部は即時総ゆる

抵抗を息め連合国政府代理人の発布する命令に従って行動せられよ」

三、余は米国軍現地区指揮官として未だ残存する日本陸海軍将兵（防衛隊も含む）に

武器を捨てよ、而して次の収容所或は沖縄人警察官の下へ出頭せよと命ずる゜

△収容所_田井等、久志、嘉陽、辺土名、伊豆見、今泊、源河、喜如嘉、

辺野喜

四、一般沖縄人にして未だ山中に在る者も直ちに家族や親類友人の居る場所へ帰り一

緒に暮すことを望む

一九四五年八月十五日現地区指揮官海軍少将ＤＰＥＣＫ

（付)裏面の地図は収容所の所在を示す

この８月15日を、学業半ばで志願して海兵隊員となり、沖縄戦を戦ったユージン．Ｂ・ス

レッジは、こう述'懐する。「わたしたちは半信半疑でだが、同時に一種の名状しがたい救わ

れたような思いで静かに受け止めた。日本は決して降伏などすまいと思っていた。そういう

考えでずっと戦ってきた。だれもそうしか思っていなかった。……もちろん戦争が終わった
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というニュースで、二、三馬鹿さわぎはあった。だが生き地獄を生き抜いてきたものは、み

な、うつるな目で静かに座ったまま戦争なき世界のことを考えていた｣13uと。おそらく多く

の米軍兵士も、スレッジと同じ思いで日本の敗戦を受け止めたであろう。

昭和天皇の「玉音放送」に打ちひしがれ、涙している最中の８月15日、この日の沖縄の状

況を、『ウルマ新報』（1945年８月22日付）は、「暁だ〃沖縄の再出発」の見出しで、つぎのよ

うに書く。日本の状況と対照的な沖縄の状況を伝えており、興味深い。

日本がポツダム宣言に従ひ終戦を確定し、永い戦乱の世界に平和の夜明が訪つれよ

うとする歴史的な日、此処沖縄の一角石川市に於ては戦禍の裡から立上る沖縄再建を

付託すべき人選の為、各地代表の仮沖縄諮詞委員会が召集された（八月十五日)。

各代表の何れの顔にも深刻に戦場民としての表情を刻んではゐるが、然し久し振り

で交す友人知己の再会に感激的喜びと晴々した顔には沖縄再建の為にやるぞとの決意

が伺へた。

九時十五分米軍政府副司令官モーレー大佐以下数名、一二四名の各地代表出席のも

とに開会、地元石川市長歓迎の辞に次いで、米軍政府石川隊長ベンゼント少佐の歓迎

の辞の後、議長選挙に移れば志喜屋孝信氏満場一致を以て当選。

モーレー大佐の沖縄の復興が一日も早く実現するやう会員各位の協力を望み、米軍

政府又今後も保護と復興に努力する旨の挨拶の後、軍政治部長モードック少佐は本会

議の目的は沖縄再建につき軍当局の相談役となる十五名の委員を選ぶことであり、諮

詞委員となるべき人物は全沖縄民衆の衆望を担ひ、産業、殖産、公衆衛生、社会教育、

労働問題、治安、法律政治等に亘って専門知識を有する人々が選ばれることを希望す

る。尚米国の機嫌をとって自己の利益を考えてゐる者は排し、誠心誠意沖縄の福祉に

対して大胆率直に述べることの出来る人物を希望するとの挨拶を終り、米軍政府側総

退場の後、十五名の諮詞委員選出の方法に移り、二十四名の候補者を挙げ、その中か

ら選挙をなすことにして、八月二十日選挙の結果左の十五名が諮詞委員として当選し

た（筆者注一委員名は省略)。

更に一般民の意志を徹底さすべき代表機関の組織方法如何との案も軍政府側から提
（ママ）

出され、民衆の与論によって政治を行って行かうとする軍政府側の意向が明確Ｉこされ、

渇望の自治権が付与されるのも、さう遠くはあるまいと、代表者に深い感銘を与えて、

十五日と二十日に亘る会議は目出度く終了し、希望と期待は諮詞委員十五名の双肩に

移された。

に、『ウルマ新報』は、この「暁だ〃沖縄の再出発」に並ぶかたちで、米国海軍軍政さらに、『ウルマ新報』は、この「暁だ〃沖縄の再出発」に並ぶかたちで、米国海軍軍政

府副長官ムーレー大佐の『仮沖縄人諮詞会設立と軍政府方針に関する声明』を載せている。

この『声明」は、米軍政府の占領統治政策の基本方針となったものとおもわれるので、主要

な点を掲げる。

米軍政府の方針は沖縄住民が普通平時の職業及び生活様式に復旧し、自己の問題に

就き漸次現在以上の権利を得べき社会、政治、経済組織を可及的迅速且広範囲にわた

り設立することをその主眼とする。今日までは軍事上の必要並に戦争のもたらした非

常事態のために本島民事は殆んど完全に米軍政府当局に於て取扱わなければならなかっ

た。而して諸問題処理に就ては沖縄の住民は貴重なる援助を与えて呉れた。彼等は忠

実に能く軍政府当局と協力した。今や従前以上の責任と広範囲にわたる義務を委任し
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得べき時期が到来した様に思われる。本官は住民に於て此の大なる責任を負担する決

意と能力がある事を期待して居るのである。沖縄の住民が漸次生活の向上と自己の問

題に対する自由の回復を期待し得る安定した制度の設立は諸君が新に委任された任務

を能く遂行することに係っている。米軍政府は引続き指導と物質的援助を与える。然

し責任と管理は漸次沖縄の住民に委譲されなければならない。

戦争遂行の必要は本島の面積の大部分を農産面より撤去し、少なくとも戦時中は多

数の住民を従来人口の希薄にして住民を収容するには狭隠にして、肥沃ならず、且つ

充分なる居住施設なき区域に移転することを余儀なくした。この事態に関連して起こ

る問題こそ軍政府及び住民の今後直面する問題の主要なるものである。

諸君の審議及び委員候補者詮衡に当りては人民に住居、被服、食糧及び医療を施す

ことが当面の主要問題であることを念頭に置かなければならない。この問題は今日ま

での主要問題であり、今後引続き緊要なる問題である。米軍政府当局は引続き建築材

料、被服、補給食糧、医薬類物資等を提供する。然し住民が外部の援助より独立すべ

く可急的に計画に努力することを期待する。

このように、ムーレーは米軍政府の果たす役割と復興にたいする住民の努力を強く訴えた

後に、「戦争遂行上の制限範囲内」で、住民の生産と生活に対し、ある程度の自由をあたえ

ている。

沖縄は、８月15日の日本敗戦の日、米軍政府の指揮下とはいえ、戦後復興の第一歩を踏み

出しているが、大事なことは、米軍と日本軍との間には戦闘が続いていたことである。

先島の宮古では、８月15日に敗戦の報告が広がり、８月３１日には日本軍司令部壕近くに特

設された宮古郡御真影奉遷所前で、全宮古の御真影ならびに教育勅語・詔書の「奉焼式」を

おこなって、日本の敗戦を実体験している(n2)。

５９月２日の日本降伏調印と沖縄

1945年９月２日、東京湾の米戦艦ミズーリ号甲板上で、日本政府は連合国に対し、降伏文

書に調印した。連合国を代表してダクラス・マッカーサー陸軍元帥、日本政府を代表して重

光葵外相、日本軍大本営を代表して梅津美治郎陸軍参謀総長の二人が署名した。日本側はな

ぜ二人なのかである。４５年８月27日付けで外務省条約局が作成したであろう文書に、「降伏

文書署名ノ為ノ全権委員任命ノ手続二付テ」がある。この中に、全権の資格として連合国側

が要求しているのが「『大日本帝国天皇陛下及日本国政府ノ命二依り且其ノ名二於テ』署

名スルノ権限ヲ有スルコトル「『日本帝国大本営ノ命二依り且其ノ名二於テ』署名スルノ権

限ヲ有スルコト｣、の二条件である(,,3)。日本近現代経済史が専門の中村政則は、日本側はな

ぜ二人なのかに対し、こう指摘する。米国側は天皇に署名させる予定であったが、それでは

天皇に屈辱をあたえ、日本国民の反感を買って占領に支障をきたすことになりかねない。ま

た大日本帝国憲法は、軍隊の最高指揮権である統帥権の独立を認めており、内閣や議会が介

入できない構造になっていた。政府を代表して外相が署名しても統帥部が反対すれば、降伏

文書は反故になるおそれがあった。天皇は君主と大元帥の「二つの顔」をもっていたのであ

る。天皇が署名できないならば、政府を代表して外相が、大本営を代表して参謀総長の署名

が必要だったのである(３４)。
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マッカーサーは、降伏調印後、直ちに、日本国の国民に対し、「日本帝国政府ノ連合国軍

二対スル無条件降伏ニ依り日本国軍卜連合国軍トノ間二長期二亘リ行ハレタル武力紛争ハ薮

二終局ヲ告ゲタリ日本国天皇、日本国政府及大本営ノ命二依り且其名二於テ署名セラレタル

降伏文書ノ諸条項二基キ本官ノ指揮下ニアル戦勝軍ハ本日ヲ以テ日本国ノ領土ヲ占領セント

スル5)、との内容の『連合国最高司令官総司令部布告第一号』を発し、本格的な、そして基

本的には米国単独による占領政策を開始する。

９月２日の日本降伏までの沖縄は、どのような状況にあったのか。沖縄は、すでに45年３

月26日の「ニミッツ布告」によって日本帝国政府のすべての行政権の停止と日本裁判所の司

法権の停止を命じており、沖縄における占領統治は、沖縄戦と同時に進行していたのである。

別の章で詳しく展開するので、ここでは、簡単に触れるに止めておくことにする。８月15日、

米軍政府は39の収容所から住民代表128名を沖縄本島中部の石川に召集し、第１回の仮沖縄

諮詞会を開催する。会場に、天皇の「玉音放送」のニュースが伝えられ、一同の胸中には複

雑な衝撃が走ったが、戦後沖縄の復興という使命感を燃え立たせる効果の方が大であった。

２回の代表者会議を経て15名の諮詞委員が選ばれ、８月20日沖縄諮詞会が正式に設置された。

沖縄諮詞会設置の目的は、米軍政府の諮問に対する答申、中央政治機構創設に関する計画の

立案、米軍政府への陳情具申にあり、執行権や議決権はもたなかった。だが、米軍政府の専

門部門に対応した専門部会を設置し、警察、教育、食糧配給、医療衛生、人事などの日常業

務に携わって戦後行政の礎を築くことになるのである(３８１。

６捕われた日・収容された曰が沖縄戦終結の日

９月７日の沖縄

沖縄戦終結はいつか。この重い問いに対し、二つのとらえ方がある。ひとつは、第32軍司

令官牛島満が、沖縄本島南部最南端の摩文仁丘洞窟司令壕で自決した1945年６月23日を沖縄

戦が終結した日とする捉え方である。沖縄県は、『沖縄県慰霊の日を定める条例」（1974年１０

月21日条例第42号）の第1条で、「我が県が、第二次世界大戦において多くの尊い生命、財産

及び文化的遺産を失った冷厳な事実にかんがみ、これを厳粛に受けとめ、戦争による惨禍が

再び起こることのないよう、人類普遍の願いである恒久の平和を希求するとともに戦没者の

霊を慰めるため、慰霊の日を定める」とし、第２条で、「慰霊の日は、６月23日とする」と
した。

もうひとつは、先島群島司令官納見敏郎中将、奄美群島司令官加藤唯男少将ならびに高田

利貞少将が、現在は嘉手納基地内にある米第10軍司令部が置かれていた嘉手納町越来村森根

で司令官ステイルウェルと降伏文書に調印した1945年９月７日を沖縄戦終結とする捉え方で

ある。沖縄市は、『沖縄市民平和の日を定める条例」（1993年４月１日条例第18号）の第１条で、

｢この条例は、国内で唯一地上戦が行われた第二次世界大戦の教訓とそれに続く施政権分離

下の生活体験を踏まえ、すべてのものを壊滅する戦争を繰り返さないとする市民の総意に基

づき、日本国憲法と『核兵器廃絶平和都市宣言』の理念の下に、すべての人が等しく平和で

豊かな生活がおくれるまちづくりを進めるために、沖縄市民平和の日を定めることを目的と

する」とし、第２条で、「沖縄市民平和の日は、９月７日とする」としている。

ここで、６月23日を沖縄戦が終結した日としてよいのか、との疑問が湧く。なぜなら前述
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したように、牛島は、自決する前の６月19日に、「全軍将兵の三ケ月にわたる勇戦敢闘によ

り遺憾なく軍の任務を遂行し得たるは同慶の至りなり然れども今や刀折れ矢尽き軍の運命

且夕に迫る既に部隊間の通信連絡杜絶せんとし軍司令官の指揮は至難となれり爾今各部

隊は各局地における生存者中の上級者之を指揮し最後迄敢闘し悠久の大義に生くくし」との

軍命を発し、戦闘の中止は命じていないからである。実際、６月23日以後も戦闘が続き、多

くの住民・兵士が戦死している。なお、米軍が沖縄における日本軍の組織的戦闘の終結を内

外に宣言したのは、７月２日である。８月15日正午、日本は、天皇の玉音放送による「終戦

の詔書」で、第二次大戦に敗北し、９月２日には連合国との間で降伏調印がなされた。だが、

久米島、宮古・八重山の南西諸島ではまだ戦闘が続いており、南西諸島の日本守備軍が嘉手

納町越来村森根で米軍と降伏調印をおこなったのは９月７日であった。本稿では、住民にとっ

ての沖縄戦終結は、補われた日、そして収容された日であり、日本軍の降伏ということでは

９月７日である、との基本的立場をとる。以下、検討に入るが、最初に、「降伏文書」の原

文を掲げることから始めることにする。

HeadquartersTenthArmy

Surrender
７Septemberl945

TheundersignedJapaneseComnlanders，inconformitywiththegeneralsurrender
executedbythelmperialJapaneseGovernment，ａｔYokohama，on2Septemberl945，

herebyformallyrenderunconditionalsurrenderoftheislandsintheRyukyuswithin

executedbythelmperial，

herebyformallyrenderun

thefollowingboundaries：

３０.Northl26oEast，thence24oNorthl22oEast，thence

２４．Northl33oEast，thence29oNorthl31oEast，thence

３０.Northl31o30East，thencetopointoforigin・
納見敏郎

ToshiroNomi

LieutenantGeneral

CommanderJapaneseForces
SakishimaGunto

高田利貞

ToshisadaTakada

MajorGeneral

CommanderJapaneseArmyForces
AmamiGunto

加藤唯雄

TadaoKato

RearAdmiral

CommanderJapaneseNavyForces
AmamiGunto

Accepted：

'z,ﾗ,勘`”Ｂ２〃6`Ⅲ．"
Ｊ･WStilwell

General，UnitedStatesArmy

Commanding
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沖縄でおこなわれた降伏調印式の模様は、９月８日付の『ニューヨーク・タイムズ』紙が

取り上げている。２面に「ステイルウェル、琉球の降伏を受け入れ」との見出しで、ＵＰ通

信の記事をつぎのように掲載した。

９人の扱いやすい日本人将校は、今日、琉球グループの約60の島にいる10万5,000

人の日本陸軍・海軍兵士の降伏を表明し、無条件降伏文書にサインした。

降伏式典では、合衆国第10軍の司令官、ジョセフ．Ｗ・スティルウェル陸軍大将が

連合国を代表した。レイモンド・スプルーアンス海軍大将、ドゥーリトル．Ｈ・ジェー

ムス中将、ジェーシー.Ｂ・オルデンドルフ海軍大将、デビット・ペック海兵隊少将

が降伏の証人となった。

島のほとんどすべての非番の船員、軍人、および海兵隊員が降伏式に集まった。降

伏式典は、音楽も含めて何から何までスティルウェル大将の独断場であった。沖縄の

連合軍の部下たちがスティルウェル大将の本部のまわりに集まると、第10軍のバンド

は司令官をたたえて「年老いた灰色の雌馬」（筆者注一南北戦争時の陽気な行軍曲）の演

奏を始めた。

日本陸・海軍を代表して、最初に降伏文書６部にサインしたのは、納見敏郎中将だっ

た。続いて高田利貞少将と加藤唯雄少将がサインした。

日本人将校が降伏文書に署名を終えたとき、スティルウェル大将は大股でテーブル

に近づき、すぐに６部すべてにサインした。

スティルウェル大将は、日本人に彼の指示に従うように命令して、日本人を護衛す

る役目を勤める諜報機関将校のルイス・イーリー大佐に向かって言った。

「彼らをここから連れ出せ」

この９月７日の降伏調印式をアメリカの戦史家・ビーニス.Ｍ・フランクは、つぎのよう

に記す(371･

沖縄の物語の最後の場面は、一九四五年九月七日であった。この日、スチルウェル

司令官は、琉球にある日本軍の降伏をうけた。スチルウェル将軍の命令によって、日

本軍の高級指揮官たちは琉球兵団一第十軍の改称されたもの－司令部に出頭し「琉球

諸島にいる10万5000人をこす日本陸海軍部隊の完全な降伏をしめす無条件降伏文書」

に署名した。

この10分間の式典には、陸軍と海兵隊の歩兵部隊と戦車隊の代表部隊が参列し、空

には数百機の飛行機が飛んだ。

また、鉄血勤皇隊員であった元沖縄県知事・大田昌秀は、沖縄戦終結をつぎのようにとら

える(38)．

米軍は、沖縄本島における日本守備軍の組織的抵抗がやんだ後、６月26日には、県

都那覇市の西方海上約90キロメートル余にある久米島へ上陸した。そして数日を出で

ずして難なく同島を占拠したが、その過程で、２０人の地元住民が、敵軍にではなく友

軍の日本軍によってスパイの嫌疑を受けて殺害された。これは、「久米島事件」とし

て世に知られているが、この事件は、日本が降伏した８月15日以後に起こったことも

あって沖縄戦の陰惨な内実を象徴的に示しているので、歴史に記録しておく必要があ

る。しかし、沖縄戦の終結を６月23日とすれば、こうした非戦闘員の受難は、消えて

しまうことになる。もっとも沖縄戦の終結を６月23日とするのが、不当なのは、たん

－１４－



沖縄戦終結はいつか（川平成雄）

にそれだけの理由からではない。そのこと以上に、むしろ南西諸島守備軍が米占領軍

に正式に降伏したのが1945年９月７日だという事実があるからだ。すなわち米軍の主

力部隊である第１O陸軍司令官ジョセフ・スチルウェル大将が、米極東軍司令官ダグラ

ス・マッカーサー元帥から南西諸島の日本守備軍の無条件降伏を受諾するよう指示さ

れたのは、８月26日になってからであった。これを受けてスチルウェル大将は、南西

諸島各地の日本軍司令官にその旨を通告した。その結果、日本守備軍を代表して、宮

古島から第28師団の納見敏郎中将（師団長）と奄美大島から高田利貞中将が陸軍代表

として、また同じく奄美大島から加藤唯男少将が海軍を代表して嘉手納の第10軍司令

部に出頭し、９月７日にスチルウェル司令官とのあいだで、６通の降伏文書に署名し

て正式に沖縄戦を終結せしめたのである。

このフランク、大田に異を唱えるのが、大田と同じ鉄血勤皇隊員の元公立学校教諭・渡久

山朝章である。彼は、９月７日を「沖縄戦の降伏調印式米軍が仕組んだセレモニー」であ

るとして、つぎのように展開する（『沖縄タイムス』1994年９月３日付)。

降伏とは、常識的に言えば、自軍が余力を残しながらも、勝ち目がないことを見越

した司令官が、無益な流血を避けるために決断するもので、交戦中に申し込むのが普

通である。しかし、沖縄での降伏調印は、日本軍がすっかり敗退壊滅し、砲声も途絶

えた後なのである。式に呼び出され、調印した者たちは、納見先島群島司令官や高田

奄美群島司令官、それに加藤奄美海軍司令官という面々で、いずれも沖縄本島の戦略

とは直接関係を持たない地区の司令官たちなのである。そして、その調印書は、私の

拙い訳によれば「一九四五年九月二日、横浜における日本帝国政府により履行された

総降伏に従い、ここに琉球諸島の無条件降伏を表明する」というような内容になって

いる。琉球諸島の降伏ならば、総司令官たる第三二軍軍司令官牛島満中将でなければ

ならず、先島や奄美の司令官たちは、権限・職分を越えた役割を押し付けられたと言

うべきだろう。その後、先島や奄美では米軍による武装解除が行われており、それか

らすると調印式は、実質的には両地区における武装解除への布石であったと見るべき

かも知れない。降伏文書にある「日本帝国政府により履行された総降伏に従い…云々」

もおかしい。ということは、米軍は沖縄進攻に当たってニミッツ布告を発し、沖縄を、

日本帝国政府の司法・行政・立法のすべての権限から切り離したはずである。だから

今更、日本帝国政府云々もあってしかるべきでは無いと思えるからである。ここで極

言すると、この降伏調印式は、米軍の都合によって仕組まれたセレモニーであり、実

質的には先島および奄美方面守備軍の円滑な武装解除を行うための布石として、同地

区守備軍の降伏調印式だったのである。

この渡久山と同じように考えるのが、『鉄の暴風』の共著者・太田良博である(M鋤。

その調印式の時点では、日本軍の主力が駐屯していた肝心の沖縄島には「日本軍」

は存在しなかったのである。みんな捕虜になっていたのだ。また、宮古や奄美諸島

にいた日本の残存部隊も、残存兵の集団にすぎなかった。なぜなら、そのとき、九

月七日の時点では、マッカーサーはすでに日本に来ており、日本軍は解体されたこ

とになっていたからである。嘉手納の調印式は、その解体作業のしめくくりの一つ

としておこなわれたものであり、武装解除と帰順を意味するものであった。

ドキュメンタリー作家上原正稔は、「herebyformallyrenderunconditionalsurrender
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oftheislandsintheRyukyuswithinthefollowingboundaries」を、「ここに正式に

下記領域内の琉球諸島を無条件譲渡する」と訳し、「surrender」を「譲渡」と考えている。

その論拠としたのが、米軍諜報部（Ｇ２）による降伏調印の流れをとらえた報告書の末尾

｢こうして、儀式は正式に完了し、南西諸島（琉球諸島）の支配はアメリカ合衆国に移され

た。九州から台湾に及ぶ琉球列島は一八七九年以来日本の領士になっていた」という文言で

ある。そして、上原は「一九四五年九月七日の『降伏』調印式は沖縄戦の終了となんら関係

がないばかりか、『琉球列島の支配権』を狙った（それは実現された）『偽りの降伏調印」だっ

たのだ」と結論づけるのであるⅡ｡)。

だが、この報告書には、歴史事実にたいする誤りがある。1879年は明治維新政府が琉球藩

を廃して沖縄県を設置した年であり、日本が台湾を領有したのは、1895年の日清講和条約に

よってである。さらにいえば、この上原の解釈の仕方には、無理がある。なぜなら、４５年８

月25日外務省条約局第一課が作成した「InstrumentofSurrenderを降伏文書卜訳シタル理

由」の中に、「今回ノ如ク交戦国ノー切ノ軍隊ガ敵二降ル場合トハ異ルモ兵力ノー部ナリト

モ全体ナリトモ敵二降ルコトノ事実二於テハ性質上何等異ル所ナキヲ以テ今回モ亦訳語トシ

テ降伏ノ文字ヲ用ヒタリ」(4,)、と明記していることから判断して、「Surrender」は、「譲渡」

ではなく、「降伏」である。

ここで、沖縄戦の多くの証言や聞き書きの中から、沖縄戦終結についての声を聞く。

証言１：稲福マサ昭和２年10月１日生まれ大宜味村根路銘出身

４月17日頃、米軍は西原村の幸地・棚原まで攻め入ってきた。まだ生きていた兵隊

にウジがわいているのを見たときは信じ難かった。５月13日に友達の前川さんが亡く

なった。６月１日か３日だったと思うが、穴に死体を投げ入れていた兵隊が地獄の鬼

にみえた、血も涙もない人間であった。普通の人間ではないと思い、’怖くなった。人

間が人間でなくなる。玉城村港川に排水溝があったので、そこに避難していた時、英

語が聞こえてくる。黙っていたら殺されると、朝鮮人の軍属と長崎出身の女２人が排

水溝から出た。自分もふくめて残った４人も出た。その日は６月21日で、沖縄戦が終

わったと実感したのは、捕虜になった時であった(42)。

証言２：中西カメ明治40年４月５日生まれ浦添市字宮城出身

沖縄本島北部の避難小屋にいた時、「日本は戦争に勝った」という情報が届いたの

で、浦添に帰ることになった。東村の慶佐次まで来たとき、アメリカ兵がうろうろし

ていた。アメリカ兵はガムとか缶詰めとかくれた上、握手をした。アメリカ兵をみな

がらも、まだ負けたことを意識せず歩きつづけていた。瀬嵩の収容所に入って、初め

て負けたことがわかった(佃旭

証言３：外間米子昭和３年生まれ那覇市出身

米軍上陸後の戦闘のなかで捕虜となった日が、人びとの"戦後''のはじまりとなる記

念日である。沖縄本島中部の米軍上陸地点では、上陸の日の四月一日に捕虜になった

人もいる。激戦地の中、南部では弾丸のなかを多くの死体を踏み越え、逃げのびなが

ら死の寸前で捕われた人、地下洞くつの奥深くひそんで、戦争終結も知らず、九月～

十月頃地上に這い出た人、北部の山中を逃げまわって五～八月頃米兵に見つかって山

をおりた人びと等、鉄の暴風をかいくぐり、山の中を飢えに苦しみながらさまようと

いう、さまざまな戦争体験をしながら、米兵に捕われた日が"終戦記念日"であった(盤)。
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これまで、「沖縄戦終結はいつか」について見てきた。大切なのは、住民にとっての沖縄

戦終結と日本軍にとっての沖縄戦終結を同じ次元で論じるべきではないということである。

住民にとっての沖縄戦終結は捕われた日であり、収容された日であるということ、日本軍に

とっての沖縄戦終結は、９月７日であるということである(45)。

つぎの「詩」で本稿を閉じることにしたい。この「詩」は、2007年６月23日の「慰霊の日」

に、中学校二年生の匹田崇一朗君が「平和の詩」として朗読したものである(46)。

写真の中の少年

何を見つめているのだろう

何に震えているのだろう

写真の中の少年

周りの老人や女性、子供は

身を寄せ合って声を殺しうずくまっている

後ろでは逃げ出さぬようにと

鋭い眼光で見張るアメリカ兵

その中で少年はひとり一点を見つめている

何を思っているのだろう

とうとう戦争はやって来た

いつ来るとも知れない恐怖に怯えながら

必死に生きてきた

少年のもとに

悪魔はとうとうやって来た

戦争で異郷の地にいる父や兄に代わって

ひとり毎日山へ行き

家族を守りたいその一心で

防空壕を掘り続けた少年

しかし無情にも堅い岩が

少年の必死の思いをあざ笑うかのように

行く手を阻み掘り進む事ができない

手には血豆

絶望感と悔しさが涙とともにあふれ出た

とうとうやって来た

奴は少年のすぐそばまでやって来た

殺される死ぬのだ

そんな恐怖が少年を震わせ凍らせた

やっとの思いで入れてもらった親戚の防空壕
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泣きじゃくる赤ん坊の口をふさぎ

息を殺して奴の通り過ぎるのを祈った

少年は無我夢中で祈った

しかし祈りは天には届かなかった

壕の外でアメリカ兵の声

「出て来い」と叫んでいる

出て行くと殺される

「もう終わりだ」

少年は心の中でつぶやいた

先頭に立って出て行こうとする母親を

少年は幼い手で必死に引き止めた

けれどいつしかその手は離れ

母親はアメリカ兵の待つ入り口へ

それに続いて壕の中から次々と

少年や親戚が出て行った

写真はまさにその直後に撮られたものだ

とうとうやって来た

恐怖に怯え夢や希望もなく

ただ生きることだけに

家族を守ることだけに

必死になっていた少年のもとに

悪魔はやって来た

写真の中の少年

一点を見つめ何を思っているのだろう

写真の中の少年僕の祖父

何を思っているのだろう

どんな逆境の中でも最後まであきらめずに

頑張って生き抜いてきた祖父

だから今の僕がいる

命のリレーは

祖父から母へ母から僕へと

つながった

あの時祖父が生きることをあきらめずに

必死で生きてきたから僕がいる

だから

自分で自分の命を絶ったり

他人によって奪われたりということは

いつの世でもいかなる場合でも
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決してあってはならないことだ

僕がいる

必死で生き抜いてきた少年がいたから

僕がいる

僕はその少年から受け継いだ

命のリレーを大事に絶やすことなく

僕なりに精一杯生きていこう

また少年から聞いた

あの忌わしい戦争の話を

風化させることなく

語り継いでいこう

一枚の写真を見たことが、詩を作るきっかけになったという。写真は、「集団自決」があっ

た座間味島で壕から出てきた住民を米軍が写したものである。その中に自分と同じ13歳ころ

の祖父が軍服のようなものを着てうずくまり、恐'怖におびえて写っていたのに衝撃を受け、

祖父から聞いたその時の状況、少年だった祖父の'盾景を詠んだという。沖縄戦の実相を風化

させようとやつきとなっているこの国の風潮の中で、祖父の思いを詩に込めた少年の感性と

想像力を大切にしたい。

》王

(1)

(2)

(3)

ＷＳ､チャーチル・佐藤亮一訳『第二次世界大戦下』（河出書房新社、1972年）４０頁。

大田嘉弘『沖縄作戦の統帥』（相模書房、1979年）７６頁。

『琉球新報』は、2004年７月７日から2005年９月７日にかけて、「当時の状況をいまの

情報、視点で構成」した「沖縄戦新聞』（第１号～第14号）を企画・連載する。「沖縄戦

は３カ月の地上戦だけでは語り尽くせません」との立場で、「サイパン陥落」から「日

本守備軍が降伏」までを丹念に拾い上げ、沖縄戦とは、いったい何であったのかを追究

している。本論文を執筆するうえで大いに刺激となった。

大田昌秀『那覇１０．１０大空襲日米資料で明かす全容』（久米書房、1984年）２４頁。

伊藤隆「昭和天皇、終戦への道」（『中央公論』2004年８月号）７３頁。

参謀本部所蔵『敗戦の記録』（原書房、1967年）５２頁。

同前、５５～56頁。

新里清篤編『記録と証言あ＞学童疎開船対馬丸』（対馬丸遭難者遺族会、1978年）３６３

～364頁。

那覇の「１０．１０空襲」については、何よりも『沖縄の働突市民の戦時・戦後体験記１

戦時篇」（那覇市企画部市史編集室、1981年）所収の「十・十空襲」の証言を参照にす

べきである。

仲宗根将二「先島の『８．１５』沖縄戦は続いていた(1)」（『琉球新報』1998年８月１３

日付）

吉浜忍「10.10空襲と沖縄戦前夜」（沖縄県文化振興会公文書館管理部史料編集室編

１
１
１
１
１

４
５
６
７
８

１
１
１
１
１

(9)

(10）

(11）
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『沖縄戦研究Ⅱ』沖縄県教育委員会、1999年）181頁。

渡辺憲央『逃げる兵一高射砲は見ていた－』（文芸社、2000年）４２～43頁。

八原博通『沖縄決戦高級参謀の手記』（読売新聞社、1972年）５３～54頁。

『琉球農連五十年史』（琉球農業協同組合連合会、1967年）212～212頁。

大田嘉弘『沖縄作戦の統帥』（相模書房、1979年）173頁。

大田昌秀『那覇１０．１０大空襲日米資料で明かす全容』（久米書房、1984年）３頁。

『文藝春秋』2007年４月号、185頁。

「米国海軍軍政府布告第一号」（『アメリカの沖縄統治関係法規総覧Ｉ』（池宮商会、

1983年、349頁）には、1945年のみ記されており、月日は記載されていない。三宅明生

は、この「第一号」についての【解説】で、「原資料には布告の日は記されていないが、

公表されたのは３月31日のことである」（歴史学研究会編『日本史資料［５］現代』岩

波書店、1997年、144頁)、と断定する。占領布告なるものは、占領してはじめて発令さ

れるものであり、月日を記載しないのが通例である。よって三宅の断定は、誤りである。

この指摘については、琉球大学法文学部・我部政明教授の教示を得た。なお、本文記載

以下の全文は、つぎのとおりである。

(12）

(13）

(14）

(15）

(16）

(17）

08）

一、南西諸島及其近海並二其住民二関スル総テノ政治及管轄権並二最高行政責任ハ占領

軍司令長官兼政府総長、米国海軍元帥ダル本官ノ権能二帰属シ本官ノ監督下二部下

指揮官ニヨリ行使サル。

二、日本帝国政府ノ総テノ行政権ヲ停止ス。

三、各居住民ハ本官又ハ部下指揮官ノ公布スル総テノ命令ヲ敏速二遵守シ、本官下ノ米

国軍二対シ敵対行動又ハ何事ヲ問ハズ日本軍二有利ナル援助ヲ為サズ、且ツ不穏行

為又ハ其ノ程度如何ヲ問ハズ治安二妨害ヲ及ボス行動二出ズ可カラズ。

四、本官ノ職権行使上其必要ヲ生ゼザル限り居住民ノ風習並二財産権ヲ尊重シ、現行法

規ノ施行ヲ持続ス。

五、爾今総テノ日本裁判所ノ司法権ヲ停止ス。但シ追テノ命令アル迄、該地方二於ケル

軽犯者二対シ該地方警察官二依リテ行使サルル即決裁判権ハ之ヲ継続スルモノトス。

六、本官又ハ本官ノ命令ニ依り解除サレタル者ヲ除ク総テノ官庁、支庁及町村又ハ他ノ

公共事業関係者並二雇傭人ハ本官又ハ特定サレタル米国軍士官ノ命令ノ下二其職務

二従事ス可シ・

七、占領軍ノ命令二服従シ平穏ヲ保ツ限り居住民二対シ戦時必要以上ノ干渉ヲカロヘザル

トス。

八、爾今、布告、規則並二命令ハ本官又ハ本官ヲ代理スル官憲ニ依り逐次発表サレ、之二

依り居住民二対スル我要求ハ禁止事項ヲ明記シ、各警察署並二部落二掲示サル可シ゜

九、本官又ハ本官ヲ代理スル官憲ニ依り発布サレタル本布告、他ノ布告並二命令又ハ法

規等二於テ英文卜其他ノ訳文ノ間二矛盾又ハ不明ノ点生ジタル場合ハ英文ヲ以テ本

体トス。

一九四五年月日

於

米国太平洋艦隊及太平洋区域司令長官兼南西諸島及其近海軍政府総長

－２０－
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